
応急仮設住宅について 令和元年8月31日現在 保健福祉部

【応急仮設住宅】（建設型）

平成30年北海道胆振東部地震
資料４－４

【鵡川高校生徒寮仮設住宅】（建設型）

【借上型応急仮設住宅】

【福祉仮設住宅】（建設型）

入居戸数 内訳（被災時の居住地別）

173戸
札幌市(83)、北広島市(19)、厚真町(18)、安平町(45)、

むかわ町(5)、日高町(3)

建設

戸数

建設地区
入居戸数

プレハブ
トレーラー
ハウス等

合計

厚真町 161
厚真地区(129)

上厚真地区(32)
125 8 133

安平町 37
早来地区(22)

追分地区(15)
25 7 32

むかわ町 35 鵡川地区(35) 24 10 34

合計 233 174 25 199

建設地区 整備戸数 入居戸数

厚真町 厚真地区 計108（特養43、障がい50） 計93（特養43、障がい50）

安平町 追分地区 計36名（特養36） 計36名（特養36）

建設地区 型式 入居者数

むかわ町 鵡川地区
寄宿舎型

（モバイルハウス）
計26名（生徒24名､職員2名）

被災した鵡川
高校生徒寮の
入居者を対象
とした寄宿舎
型の応急仮設
住宅

※

高齢者や障がい
者など、日常生
活上、特別な配
慮を要する方々
が利用しやすい
構造及び設備を
有する応急仮設
住宅

※

（単位：戸）

カッコ内は整備
戸数


